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第17回全国バズ学習研究集会

御 案 内

1.開 催 期 日

2.会  場

3.研 究 主 題

開 催 要 項

昭和 57年 8月 27日 (金 )・ 28日 (土 )

二重大学教育学部

〒 514二重県津市上浜町 1515

TEL 0592-32-1211内 線 3375

ひとりひとりを生かす教育

一 学力と人間関係の統合をめざして 一

貴職には,ま すます御清栄のことと存じ,およろこび申し上げます。

さて,私たちは,このたび下記の要項によりまして , 第 17回全国バズ学習研究集会を

開催し,御指導 ,御教示をえたいと考えております。
バズ学習研究は,すでに 30年近い間, 確かな理論に裏づけられた貴重な実践が公表さ

れてまいりました。校内暴力や非行が ,全国的に大きな社会問題となっている今日,こ れ

らの諸問題を克服するために,人間関係を基盤とした学習指導法としてのバズ学習が大き

く注目されています。

今回は,特に,教育の現場から離れて ,大学の場において ,日 ごろの成果 ,こ れから取

り組まねばならぬ課題について研究を深め,実りの多い研究集会にいたしたいと念じてお

ります。

御多忙とは存じますが ,多数御参加下さいますよう御案内申し上げます。

舟生
長方形



4.主   催  全国バズ学習研究会

二重教授・学習過程研究会

5。 後   援  二重大学教育学部

教育心理学教室

二重県教育委員会   、

津市教育委員会

6。 日   程
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全 体 会

挨  拶    二 重 大 学 教 育 学 部  市 り||千 秋
‐

全国バズ学習研究 会会 長 永 井 辰 夫 :

祝   辞    二 重 大 学 教 育 学 部
｀
栗 原   弘   ′‐

二 重 県 教 育 長  佐 々木   昇

津 市 教 育 長 田 岡 草 生  。
|      :     :    :‐
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実践研究発表会報告

閉 会 行 事

挨  拶    三 重 大 学 教 育 学 部  市 り||千 秋

連 絡 事 項      全国バズ学習研究会事務局  牛  尾  照  夫

講     演  28日 (土)11:00-12:00

演   題   バズ学習研究のね らい

講 師   倉屹ヾ≦TttΥ響曹唇 塩田芳久
全国バズ学習研究会総会10。

時
日

10:00 11:30   12:30 18:30

8月 ν 日

(金 )
受 付

‐ 実践発表

研 究 会
昼食

実践発表

研 究 会

―
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9:00

8月 28日

(土 )
受 付 研修講座

会
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教 育 視 察

14:30 14:45   16:00 16:40

10:45 11:00 12三 〇〇 12:30
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11.  実践:発表研 究会   27日 10:00-11:30 ・ 12:30-14:30

12.研 修 講 座 ―バズ学習による授業改善- 28日 9:00～ 10:45

校 種 番 号 主 題 内 容 発 表 者

学

校

なかまづ く

(低学年 )

なかよし学級づくり

教えあいから話しあいへ

柳内  翠  兵 庫  姫路市城北小
三里 英子  兵 庫  竜野市小宅小
吉田ハル子  徳 島  徳島市福島小
広島県豊高校区教育推進協議会

効 果
‐
的 な

話 しあい学習

(中学年 )

学習過程の工夫改善

支えあう学習集団づく

是次 紀勇  二 重  安芸郡豊津小彰
市場 郁也  兵 庫  姫路市八本小
野瀬  隆  滋 賀  神崎郡五イ固荘小
後藤 健二  岐 阜  瑞浪市瑞浪小
辻  善造  愛 知  春日井市小野小
小林 俊広  兵 庫  加西市北条小
北村 艶子  徳 島  徳島市八万南小

思考 を深める

相 互 作 用

(高学年 )

個人思考と集団思考

人間関係の高まり

吉井 秀人  三 重  一志郡波瀬小錢
友本志津雄  滋 賀  神崎郡五個荘小
大関  厳  新 潟  五泉市五泉南小
斉本 秀弘  愛 知  春日井市西山小
津野 敬子  兵 庫  姫路市城南小
吉田  広  兵 庫  加西市北条小
吉村 二雅  岐 阜  土岐市泉西小
小倉貴美子  徳 島  徳島市助任小

中
　
学
　
校

高

等

学

校

非行を生みださ

な い 指 導

学級集団の育成

落ちこぼさない授業

自主活動の推進

市川 雄二  二 重  鈴鹿市神戸中
松田 福義  兵 庫  姫路市安室中
林  康男  愛 知  春日井市藤山台中
広島県豊高校区教育推進協議会

山田 利彦  岐 阜  土岐市泉中
名賀 一三  兵 庫  姫路市城乾中

学力と人間関係

の 同 時 達 成

学習集団の育成

集団思考と教育工学によ
る学習のシステム化

目標と評価

伊藤 三洋  二 重  四日市市朝明高校
伊藤 文雄  愛 知  春日井市東部中 :
福本 友三  兵 庫  揖保郡太子西中 

‐

岸本 博好  兵 庫  姫路市自鷺中
遠畑 勝人  盛 岡  盛岡市河南中

ゆたかな人間形

成 をめざして

ゆとりと充実をめざす
(学校裁量時 )教育
道徳 (同和 )的実践力を
高める指導

笹尾 秀登  兵 庫  姫路市花田中
広島県豊高校区教育推進協議会

講  座 司 者 講

小 学 校 低学 年 講 座 中チ|1  豊  兵 庫 姫路市曽左小学校長
四富 恒夫  徳 島  元福島小学校長    小
杉江 修治  中京大学           石

小 学 校 高 学 年講 座 加藤 孝史  愛 知 春日井市西部中学校 自井  仁  愛 知 1豊川市教育委員会   梶
鹿内 信善  北海道教育大学         石

中学校 0高等学校講座 乾 ´和夫  大 阪 寝屋川市第二中学校長
越智 昭孝  広 島  豊高等学校      市
永井 辰夫  稲沢女子短期大学        中



者司 指 導 助 言 者 者録記
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駒田智寿子  津市教委
中野 靖彦  愛知教育大学
石田勢津子  名古屋大学
尾上 茂夫  兵 庫  姫路市城乾小長
金治 晴治  元兵庫  竜野市小宅小長
石河竹二郎  滋 賀  彦根市旭森小頭

野口 俊史
二 重 上野市依那古小鰊
鉢 島県豊高校区

教育推進協議会

が4,

薇 村  博  滋 賀  神崎郡五イ固荘川ヽ
森本 俊和  兵 庫  姫路市城南小
池上 誉雄  徳 島  鳴門市鳴門東小長

西川 和夫  二重大学
石田 裕久  名古屋大学
小石 寛文  神戸大学
石部 清和  滋 賀  愛知郡愛知川小
石原  貢  兵 庫  姫路市船津小長
四宮 恒夫  元徳島  徳島市福島小長

》浜野 秀夫
二 重  鈴鹿市庄内小写
大久保正治

兵 庫  姫路市城南小

仄目 塁交  曇 民  2冒葬書屡菖イ|「
内田  徹  兵 庫  加西市北条小

梶田 正己  名古屋大学
西村  博  滋 賀  神崎郡五個荘小長
溝端  昇  兵 庫  姫路市城南小長
土屋 邦雄  新 潟  新潟市曽野本小長
森  寅三  元滋賀  神崎郡五イ固荘小長

鉾 門 秀記    |
二 重 四日市市二重北小
荻原 愛子
愛 知  春日井市勝りl1/jヽ

庫

京

兵

東
一
郎

倖

〓
一
和

藤

月

羹 姫路市安室中頭

小平市小平三中頭

千葉 時男  津市教委
鹿内
.信
善  北海道教育大

鈴木 武士  元兵庫  竜野市教育長
,大西 忠雄‐ 兵 庫  姫路市自鷺中長 ≪
梶田 稲司  元愛知 ・春日井市東部中長
加藤秀太郎  岐 阜  土岐市泉中長

石垣 浩昭
二 重  桑名市光風中
山本雅楽子

兵 庫  姫路市安室中

又 儀 忠実  兵 庫  姫路市自鷺中
吉川  厳  徳 島  那賀郡桜谷小長

栗原  弘  二重大学
杉江 修治  中京大学
成瀬 信一  元岐阜  土岐市泉中長
塚本 利郎  兵 庫  姫路市琴陵中長
新田 正彦  広 島  豊田郡豊高校長

西井 慶子
二 重  鈴鹿市神戸中
メ 藤  巧
兵 庫  姫路市白鷺中

頭中乾城市路

会

姫

議協進

庫

推育

兵

教区校

郎

高

達

豊県

島

島

参
福

広

紀太  功  二重県教委
戸田  晋  二重大学
塩田 芳久  名古屋大学名誉教授
石本 敬三  兵 庫  姫路市高丘中長
越智 昭孝  広 島  豊田郡豊高校

蓼郎量凡藝曇

饉
募
i

石 寛文  神戸大学
田勢津子  名古屋大学

田 正己  名古屋大学
田 裕久  名古屋大学

川 千秋  二重大学
野 靖彦  愛知教育大学

◎交通機関時刻表
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餌 :30-7:33-7:36-一 一 →
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14:59← 14:56-14:53

9:07

9三 32

13:210

23

21

41

070

110
300
500

59

一一
一

国

鉄

9:38

12:520
←  8:300
→   14:18
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16.参加申込み

1.大 会 参 力日費  2,000円  当日受付で納入して ください。
2.参 加 申込 方 法  別紙申込み用紙に必要事項を記入の上申込んでくだ さい。
3.申 込み締め切 り  8月 10日 まで

4.申 込 み 先  〒 679-42

姫路市林田町林田 33

姫路市立林田中学校内

全国バズ学習研究会事務局牛尾照夫 宛

TEL 079173--2013

14.昼食について

27日 の昼食は学生食堂で準備します。

別紙申込み書により申込んでくださぃ。

15。 宿泊申込み

1。 申 込 み 方 法  別紙宿泊申込み用紙に必要事項を記入の上 ,宿泊費前払いで下記
へ直接申込んで下さい。

T514

津市羽所町 345

津駅前第 1ビ ル

東急観光津営業所 鴨 0592-25-1091
2。 申込み締め切 り  8月 10日

3。 宿  泊  所  ホテルサンルー ト津
IEL 0592--24--1311

津 グリーンホテル

肌 0592--25--7601

津 ター ミナルホテル

肌 0592--25--6100

16。  懇  親  会  27日 (金 )18三 30～

1.場     所  ホテルサンルー ト津
2。 会      費   5,000円

当日ホテル会場受付で納入して下さい。

3.申   込  み
｀
別紙大会参加申込み用紙の懇親会の項に○印を記入し,事務局へ

申込んで下さい。

(宿泊される方は夕食がわ りに参加 して下さい。)

舟生
長方形

舟生
長方形

舟生
長方形

舟生
長方形

舟生
長方形



lZ交 通 案 内

至栗東
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◆津駅から二重大学へは

津駅前 4番乗り場から

三重交通バス

ニ 重 病 院 行

椋  本  行
→

豊里ネオポリス行 (5分 )

亀  山  行

◆乗用車利用の際の駐車場

大学内駐車場へ (無料 )

校門の守衛室で許可証をも

さい。

三重大学

前 下 車

らって下

れ雫
二重大学
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